
























れている。詳細は , 岩間康夫『製造物責任と不作為犯論』（2010 年）, 北川佳世子「製
造物責任をめぐる刑法上の問題点」早法 71 巻 2 号 , 鎮目征樹「刑事製造物責任におけ
る不作為犯論の意義と展開」本郷法政紀要 8 号 , 古川伸彦「いわゆる製造物責任事案























3）　ローター・クーレン , 岡上雅美（訳）「講演 ドイツにおけるコンプライアンスと刑法」
比較法学 47 巻 3 号 167 頁。
4）　ドイツでは，コンプライアンス業務は秩序違反法 130 条の監視義務違反を理由
とした機関の責任に影響が及ぶことになる。この点は，刑事コンプライアンスの中
心規範として把握されている。Kuhlen, Zum verhältnis von strafrechtlicher und 
























5 ）　Vgl.Cramer/Sternberg-lieben,in:Schönke/Schröder, Strafgesetzbuch, §15 
Rn.223, Schmidt-Salzer, Entscheidungssammlung Produkthaftung, Band 4, 1982, 
Rn. 88 f., Neudecker, Strafrechtliche Verantwortlichkeit, S. 57 f. 
6）　藤木・前掲注（56）249 頁。
7）　日高・前掲注（36）361 頁。


























































ある。BGHSt 52, S. 323 ; BGHSt 55, S. 288 参照。
13）　本稿は信頼の原則適用に焦点を当てているのでこのような問題点となっている
が，製造物責任領域における刑事責任については，田寺さおり「製造物責任領域にお
























15）　Otto, Die strafrechtliche Verantwortung für die Verletzung von 
Sicherungspflichten in Unternehmen in: Festschrift für Friedlich-Christian 
Schröder zum 70. Geburtstag  S. 339 ff. 訳については，ハロー・オットー（甲斐克
則監訳）（岡部雅人・新谷一朗訳）「企業における安全確保義務違反の刑事責任」早法
83 巻 1 号（2007）117-137 頁参照。
16）　BayObLG wistra 1993, 236, 238; OLG Düsseldorf NstZ-RR 2002, S. 178 ; 
Thorsten Alexander, Die strafrechtliche Verantwortlichkeit für die Wahrung der 


























17）　この点，Schmidt-Salzer, Joachim, Massenproduktion, lean production und 
Arbeitsteilung-organisationsoziologisch und – rechtlich betrachtet, BB 1992, S.1871
では，多数の取締役内の任務分担について，決定的な責任分配ではなく一次的な責
任帰属しか含んでいないとしている。
18）　Thorsten Alexander, Die strafrechtliche Verantwortlichkeit für die Wahrung 



















































































































22）　Thorsten Alexander, Die strafrechtliche Verantwortlichkeit für die Wahrung 
der Verkehrssicherungspflichten in Unternehmen, S. 313 f ; Schmidt-Salzer, NJW 
1988, S.1942 参照。



























24）　Otto, Die strafrechtliche Verantwortung für die Verletzung von 
Sicherungspflichten in Unternehmen in: Festschrift für Friedlich-Christian 



































































































北川佳世子「薬害エイズ 3 判決における刑事過失論」法教 258 号 48 頁以下 , 塩見淳「瑕
疵ある製造物を回収する義務について」刑雑 42 巻 3 号 85 頁以下 , 日山恵美「刑事製
造物責任と取締役の行為主体性」広島法学 26 巻 4 号 161 頁以下 , 甲斐・前掲注（2）
163-164 頁参照。
26）　この点について , 甲斐・前掲注（2）, 白石・前掲注（21）等 , は同旨と思われる。
これに対して , 川崎・前掲注（11）は , 支障がないことに加えてコンプライアンス・
プログラムの整備を促進する観点から , コンプライアンス・プログラムを注意義務と
した過失責任を肯定する。
